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図　プロジェクトの課題構成の概要

　林木育種センターでは、都道府県からの要請等

に応じて、種苗の増殖や採種園等の造成改良に関

する技術指導を行っています。令和２年度に実施

した技術指導について紹介します。

１．カラマツ採種園管理の技術指導

　カラマツは、材の人工乾燥や集成材加工等の技

術が向上してきたことに加え、比較的成長や木材

の強度に優れていることから、近年苗木の需要量

は高まっていますが、苗木生産に必要な種子量が

不足している状況です。スギとヒノキは、ジベレリ

ンを使用することによって比較的簡易に着花を向

上させ、安定的に種子を確保できます。カラマツに

ついては、ジベレリンのような着花効果の高い薬

剤はなく、幹を剥皮したり（写真１）、枝に切り込み

などを入れて着花促進させますが、豊凶の影響で

着花量は変化し、安定的に種子を確保することが

課題となっています。そこで、吾妻森林管理署、群

馬県林業試験場、林木育種センターの３機関共同

で吾妻森林管理署管内のカラマツ田代第１採種園

を活用して安定的な種子を確保する取組を平成

27年度から進めています。これまでに着花に有効

とされる陽光が採種園内の下層まで届くようにす

るための受光伐や断幹整枝剪定などの現地検討会

や着果調査を行い、令和２年度は環状剥皮処理方

法の技術指導を行いました。環状剥皮は毎年着花

が期待できるように採種園内を区域分けし、順次

処理を進めています。今後は、施肥や断幹整枝剪定

など着花枝の充実を図るような施業を計画してい

ます。

２．ヒノキ採種園管理の技術指導

　岐阜県東濃桧採種園において、岐阜県の担当者

と採種園管理者を対象に講習会を開催しました。

室内において採種園設計の考え方や採種木の樹形

誘導、ジベレリンによる着花促進方法などのヒノ

キ採種園の管理、また、エリートツリーと特定母樹

の選抜基準や選抜数などについて説明を行いまし

た。屋外では、雌花と雄花の着き方や採種木の断幹

整枝剪定方法を実際に見てもらいながら説明しま

した（写真２）。実技を交えたことにより、さらに理

解しやすくなったと好評をいただいたものの、新

型コロナウィルス感染防止によるマスクの着用や

室内で密にならないように座席の間隔を空けたこ

とにより声が小さい、聞き取れないなどの意見も

ありました。

３．優良な苗木の安定供給に向けて

　戦後造林された人工林を中心に利用期を迎え、

伐採量の増加が見込まれる中、再造林に必要な苗

木の安定的な供給、また、利用する苗木は二酸化炭

素の吸収・固定等に寄与する優良な品種が求めら

れています。森林が有する多面的機能を将来にわ

たって発揮させ、SDGs達成への貢献に資するた

めには、「伐って、使って、植えて、育てる」人工林資

源の循環利用を促進することが重要です。そのた

めに、採種園・採穂園産種苗が安定的に供給される

よう技術指導に努めていきたいと思います。

（指導普及・海外協力部　指導課　千葉　信隆）

都道府県等への技術指導について

１．はじめに

　国連気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の

第５次評価報告書において、「気候システムの温

暖化は疑う余地はない」とされており、地球温暖

化は世界中の自然と社会に深刻な影響を与え、我

が国の農林水産物の生産にも重大な影響を及ぼ

すことが懸念されています。このため、気候変動

に対処するために、国際的にはIPCCを中心に

カーボンニュートラルの達成を目指す等の方向

性が示されており、我が国においても政府は

2050年までにカーボンニュートラルを目指すこ

とを2020年10月に宣言しました。カーボン

ニュートラルを達成するためには、省エネル

ギー・エネルギー効率の向上などとならび、森林

等の二酸化炭素吸収の最大化と木材のカスケー

ド利用の実現が重要となっています。

２．求められる炭素貯留能力に優れた系統の

開発

　森林による二酸化炭素の吸収・貯留能力の最大

化を図る上で、森林の開発・転用の抑制、適切な施

業による健全性の確保、主伐後の着実な再造林、

優良種苗の確保・植栽、森林面積の増大等が必要

であると考えられます。一方、人工林の高齢級化

が進んでおり、このまま高齢級化が進行した場

合、森林による二酸化炭素吸収・貯留能力は低下

すると予測されています。このため、革新的環境

イノベーション戦略では、二酸化炭素の吸収・貯

留能力や、木材としての性能に優れ、さらに地域

に適した特性を併せ持ったエリートツリー（スギ

等の成長に優れた優良系統）等や成長に優れた樹

種である早生樹に転換し、森林による二酸化炭素

の貯留を促進することの必要性が位置づけられ

ました。これらのニーズに対応するためには、遺

伝的に炭素貯留に優れる系統を早期に選抜可能

な育種技術の開発を行うことにより、数十年の期

間を要してきた林木の品種改良を大幅に短縮し、

炭素貯留能力に優れた系統の作出を促進するこ

とが重要となっています。

３．炭素貯留能力の高い造林樹種の効率的育

種に向けた技術の開発

　炭素貯留能力の高い優れた系統の効率的な開

発推進に向けて、今年度から、森林研究・整備機構

が代表機関となり、かずさDNA研究所や京都大

学、静岡県立農林環境専門職大学、静岡県森林・林

業研究センターとコンソーシアムを形成し、農林

水産研究推進事業委託プロジェクト研究「炭素貯

留能力に優れた造林樹種の効率的育種プロジェ

クト」において必要な技術の開発を進めることと

なりました。

　今後このプロジェクトを通じて炭素貯留能力

に関連する成長や材質といった形質の評価技術

の高度化、スギ等の遺伝子情報の収集・基盤整備

と形質を予測するためのDNAマーカーの開発、

ゲノム編集技術を活用したスギの炭素貯留能力

を増減可能にするための基盤技術の創出を行い

ます。

（育種部　育種第一課　倉本　哲嗣）

炭素貯留能力の高い造林樹種の効率的育種プロジェクト

写真１　環状剥皮作業

写真２　ヒノキの雌花と雄花の着き方


